
学校番号 110 

平成 31 年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ａ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 数学Ａ 改訂版（啓林館） 

副教材等 
「サクシード数学Ⅰ＋Ａ」（数研出版）  

「チャート式 基礎からの数学Ⅰ＋Ａ」（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

（１） 高校における数学について 

・中学校に比べると、授業のペースは飛躍的に速くなる。理由としては、中学校の数学に比べると

学習内容の量に大きな差がある、3年生の途中から入試演習に切り替える、という 2つが挙げられ

る。そのため、日々の授業を大切にし、復習を徹底するということが前提になる。 

・「解答を書く」という練習を日々行う。高校数学においては、結論・答えを出すまでの過程が非

常に重要となる。学年が上がるにつれて、その力が試される場面は増加していく。結論や答えに重

きを置くのではなく、考え方や求め方を重視して欲しい。 

 

（２） 授業の受け方 

・（１）で述べたように授業のペースが速くなるため、1回の授業でかなりの内容を学習すること

もある。板書を写すだけでなく、先生が話をする中で大事だと思ったことをメモしてから家に帰っ

て整理するとより濃密な復習になる。 

・疑問点を放置しない。先生に聞きに行けるのは、高校生の特権である。この特権を十分に活かし

て欲しい。授業で聞き逃したところ、何回考えても分からない問題は、必ず聞きに行く。授業中に

聞いても良い。授業中に聞くことは、自分だけでなく周りの理解にもなる。したがって、この癖を

早くつけることは非常に重要である。 

 

（３）家庭学習 

・復習時間の確保を。数学については、復習をいかに早い段階で、時間をかけてできたかが理解度

を左右する。時間があれば、予習するに越したことはないが、慣れないうちは、予習よりも復習に

重きを置いて欲しい。 

・問題集と参考書のよりよい利用を。問題集は、「自分の理解の定着を図るもの」、参考書は、「学

習している内容をさらに深く理解するもの」である。問題集・参考書については定期的に提出を指

示するが、問題集・参考書には解答がついているので、ついつい先に見てしまう人がいるが、必ず

「解答を見ずに解く」という時間を確保して欲しい。教科書・問題集・参考書をしっかり理解すれ

ば受験にも十分、対応可能である。 

 

 

２ 学習の到達目標 

場合の数や確率、整数の性質、図形の性質について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を

図り、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにするとともに、それら

を活用する態度を身につけることを目標とする。 

 

 

 

 

 

 

 



３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方 c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

数学的な活動を通し

て，場合の数と確率，

整数の性質，図形の性

質における考え方に

関心をもつとともに，

数学的な見方や考え

方のよさを認識し，そ

れらを事象の考察に

活用しようとしてい

る。 

数学的な活動を通し

て，場合の数と確率，

整数の性質，図形の性

質における数学的な

見方や考え方を身に

つけ，事象を数学的に

とらえ，論理的に考え

るとともに，思考の過

程を振り返り多面

的・発展的に考えられ

ている。 

場合の数と確率，整

数の性質，図形の性

質において，事象を

数学的に考察し，表

現し処理する仕方や

推論の方法を身につ

け，的確に問題を解

決できる。 

場合の数と確率，整

数の性質，図形の性

質における基本的な

概念，原理・法則，

用語・記号などを理

解し，基礎的な知識

を身につけているか

どうか。 

評
価
方
法 

・学習活動への取組み 

・課題や提出物の状況 

・演習課題 

・ノート、プリント、

レポート等 

・定期考査 

・演習課題 

・提出物の内容 

・定期考査 

・演習課題 

・提出物の内容 

・定期考査 

・演習課題 

・提出物の内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 
単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

序
章 

集
合 

集合 ○   ○ a: 集合としての見方に興味・

関心をもち、集合についての性

質を調べようとする。 

・定期考査 

・ 授業の様

子 

・ノートやレ

ポート等 

・提出物 

b: 集合における関係式を様々

な場面に用いて、考察すること

ができる。 

c:集合における関係式から要

素を把握することができる。 

d: 集合に関する基本的な用語

や記号の意味を理解している。 

集合におけるド・モルガンの法

則の意味を理解している。 



第
１
章 

場
合
の
数
と
確
率 

第１節 場合の数 

１ 集合と要素の個数 

２ 場合の数 

３ 和の法則 

４ 積の法則 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

a:集合の要素の個数や場合の

数について関心をもち、具体的

な場面に活用しようとする。 

b:２つの事象に関する場合の

数について、和の法則と積の法

則を適切に処理することがで

きる。 

c:樹形図などを利用して、数え

漏れや重複することなく、数え

上げすることができる。 

d:集合と要素の個数について、

集合間の関係を理解して数え

上げることができる。 

和の法則や積の法則について

理解している。 

第２節 順列・組合せ 

１ 順列 

２ いろいろな順列 

３ 組合せ 

４ 同じものを含む順列 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

a:順列や組合せの考えに関心

をもち、具体的な場面に活用し

ようとしている。 

b:順列の基本的な考え方を用

いて、重複順列や円順列、組合

せについて考察することがで

きる。 

c:具体的な場面で、順列や組合

せを用いた表現・処理ができ

る。 

d:順列の意味や記号、重複順

列、円順列、組合せの意味や記

号について理解している。 

２
学
期 

第
１
章 

場
合
の
数
と
確
率 

第３節 確率とその基本性質 

１ 事象と確率 

２ 確率の基本性質 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

a:確率の意味や基本的な法則

についての理解を深め、それら

を用いて事象の確率を求める

ことについて関心をもつこと

ができる。 

・定期考査 

・ 授業の様

子 

・ノートやレ

ポート等 

・提出物 b:確率の基本的な性質や確率

の加法定理、余事象の確率につ

いて、考察することができる。 

c:同様に確からしい場合の確

率や確率の加法定理や余事象

の確率を求めることができる。 

d:確率の基本性質や加法定理、

余事象について意味を理解し、

問題に適用することができる。 



  

第４節 いろいろな確率 

１ 独立な試行 

２ 反復試行 

３ 条件付き確率 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a:独立な試行や反復試行の確

率、条件付き確率の意味を理解

し、それらを事象に活用しよう

とすることができる。 

 

b:独立な試行の確率と反復試

行の確率を求める過程につい

て考察することができる。 

条件付き確率や確率の乗法定

理について、考察することがで

きる。 

c:独立な試行の確率や反復試

行の確率、条件付き確率を求め

ることができる。 

確率の乗法定理を事象に適用

することができる。 

d:独立な試行の確率、反復試行

の確率、条件付き確率について

理解している。 

 

第
２
章 

整
数
の
性
質 

第１節 約数と倍数 

１ 自然数の範囲での約数と

倍数 

２ 最大公約数と最小公倍数 

３ 整数の除法と余りによる分

類 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

a:倍数の見分け方について、関

心をもち、調べてみようとす

る。素因数分解をすることで、

約数が何であるかを調べよう

とする。 

余りに着目し、それを用いて整

数を分類しようとする。 

b:倍数や約数の性質について

考察することができる。と最大

公約数と最小公倍数の関係に

ついて考察することができる。 

c:倍数や約数の性質を用いて、

問題を適切に処理することが

できる。 

素因数分解から最大公約数、最

小公倍数を求めることができ

る。 

整数を余りで分類することが

できる。 

d:倍数の判定方法や、約数の性

質について理解している。 

最大公約数と最小公倍数の関

係を理解している。 

余りで整数を分類できること

を理解している。 



  

第２節 互除法と不定方程式 

１ 最大公約数と互除法 

２ 不定方程式 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

a:ユークリッドの互除法と最

大公約数の関係について興味

をもち、処理しようとする。 

不定方程式について関心をも

ち、解こうとする。 

b:ユークリッドの互除法や不

定方程式について考察するこ

とができる。 

c:ユークリッドの互除法を用

いて、最大公約数を求めること

ができる。 

特殊解を見つけ、不定方程式を

解くことができる。 

d:ユークリッドの互除法や不

定方程式の解法について理解

している。 

  

第３節 整数の性質の活用 

１ 分数と小数 

２ 𝑛進法 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

a:有限小数や無限小数につい

て、関心をもち調べようとす

る。二進法や三進法など十進法

以外の数の表し方について関

心をもち、他の表し方について

も調べようとする。 

b:有理数が有限小数か循環小

数になることを、考察すること

ができる。 

𝑛進法の仕組みについて理解

し、整数だけでなく十進法で表さ

れる分数についても変換すること

ができる。また、二進法の四則演

算についても考察することができ

る。 

c:無限小数を分数に変換する

ことができる。十進数を𝑛進数

にしたり、𝑛進数を十進数にした

りすることができる。また、二進数

の四則演算ができる。 

d:有理数が有限小数と循環小

数で表される仕組みを理解し

ている。 

𝑛進法の仕組みを理解し、二進

数で表された数の四則演算につ

いて適切に処理することができ

る。 



３
学
期 

第
３
章 

図
形
の
性
質 

第１節 三角形の性質 

１ 直線と角 

２ 三角形の重心・外心・内

心・垂心 

３ チェバの定理とメネラウス

の定理 

４ 三角形の成立条件 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a 角の二等分線と辺の比の関

係、三角形の重心・外心・内心・

垂心、チェバの定理、メネラウ

スの定理、三角形の成立条件に

ついて関心をもち、調べようと

する。 

・定期考査 

・ 授業の様

子 

・ノートやレ

ポート等 

・提出物 

b:角の二等分線と辺の比の関

係、三角形の重心・外心・内心・

垂心、チェバの定理、メネラウ

スの定理、三角形の成立条件に

ついて考察することができる。 

c: 角の二等分線と辺の比の関

係、三角形の重心・外心・内心・

垂心、チェバの定理、メネラウ

スの定理、三角形の成立条件に

ついて整理し、適切に処理する

ことができる。 

d: 角の二等分線と辺の比の関

係、三角形の重心・外心・内心・

垂心、チェバの定理、メネラウ

スの定理、三角形の成立条件に

ついて理解している。 

また、点と直線の距離について

理解している。 

第２節 円の性質 

１ 円周角の定理とその逆 

２ 円に内接・外接する四角

形 

３ 接線と弦のなす角 

４ 方べきの定理 

５ ２つの円の位置関係 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

a:円周角の定理やその逆、円に

内接・外接する四角形や接弦定

理、２円の位置関係について関

心をもち、それらについて調べ

ようとする。 

b: 円に内接・外接する四角形

や接弦定理、２円の位置関係に

ついて関心をもち、それらにつ

いて考察できる。また、方べき

の定理や円の接線の長さなど、

線分の長さにも着目して考察

することができる。 

c:円に内接・外接する四角形の

性質や接弦定理などを証明に

適用することができる。 

方べきの定理や２円の位置関

係から証明や計量ができる。 



d:円周角の定理とその逆、円に

内接・外接する四角形の条件や

接弦定理、方べきの定理や２円

の位置関係について理解して

いる。 

第３節 作図 

１ 作図 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:線分の内分点・外分点、円の

接線、長さをもつ線分について

関心をもち、作図しようとす

る。 

b:図形の性質を作図に応用す

ることができる。 

c:基本作図を応用して、線分の

内分点・外分点、円の接線、長

さをもつ線分について作図す

ることができる。 

d: 線分の内分点・外分点、円

の接線、長さをもつ線分につい

て理解している。 

第４節 空間図形 

１ 平面と直線 

２ 多面体 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

a:空間における直線や平面の

位置関係やなす角、オイラーの

多面体定理について関心をも

ち、調べようとする。 

b: 空間における直線や平面の

位置関係やなす角、オイラーの

多面体定理について考察する

ことができる。 

c:空間における直線や平面の

条件から、三垂線の定理を導い

たり証明や計量をしたりする

ことができる。 

d: 空間における直線や平面の

位置関係やなす角、オイラーの

多面体定理について理解して

いる。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能     d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


